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東陽中学校にて文化発表会が開催され ま した

私が特に心に残つていることは会場の雰囲気と合唱

です。とにかく盛りあがりがすごかったして合唱の時は

歌う側も間くイ員」も真剣な表情ですごく印象的で した。

そして合唱ではどの学年も迫力がありずつと聞いていた

い歌声でした。みなさんのおかげで本当に最高の思い出

になりました 1     ‐.
.‐ .  実行委員 角野愛生

'  

生徒の皆さん、先生方、たくさん協力してくださり、

.■||, ありがとうございました。大変なことが多く、投げや
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2024年 11月 3日
PTA主催の東陽祭を開催しました。
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×1家庭 10で結構です .
×たすきは配布80X上 にて貸出中
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つ秋は様々なイベン トが目白押して、このような中の第3回「東陽祭」

開催 こ参加ありがとうこざいました。

このような様々なPTA活 動は保護者同士、先生方、地域の方々との
絆とつながりを生み、生徒の皆さんの営習活動 成長の協力な後押 しに

なると考えております。

頑張ることがかつこいい 11を PTAと してその姿を皆さんに見 (魅 )せ
られるよう、活動を続けていく所存です 1

PTA会長 星芝 貴行

今年度は二学期から始まり、クラスことでお願いしています。

多くの活動報告書を提出していただきましたので内容をお知らせ

します

○良い返事が返つてきて気持ちがよかつた

○ きちんと交通ルールを守つていた。

○たすきのおかげで認識してもらえた。

● ヘルメットを正しく着用していなかつた

● 自転車で小学生を追い抜く際に車道に出て危なかつた。

● 自転車で並列走行していて危なかった。

● 自転車を前後で走行中、振り返りながら運転していて危険

だと感じた。

毎年、残念ながら登校中の

交通事故は発生しています。

報告書の内容など、学校と

も共有していますので、この

活動が事故から守る活動に

繋がることを願つています。

大分宮河内0)つ とこ同好会
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PTA活 動についての連絡等
のあん じんメールの登録を
お願いします.    ′′

あんじんメール

鐵

8月4日 (土 )7時から保護者、役員、先生方約50名 で

朝7時からの1時間、強い日差しの〔pでの作業となりま

した。

皆さんが一生懸命していただいたおかげで、生徒の

いつもの活動範囲を整備することができました。

こ協力ありがとうこざいました。
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2年生
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職場体験学習
ξ́:

体験学習を

経験してみて

楊志館高校で感じたこと

★料理は調理科、メニューカードは商業科 など分担し
ていて良かつた。外部の方が授業に来たり、部活のグラ

ウンドが離れた所にあるのが特徴的だった。コース改

編など最新情報を知れて良かった。系列の営校に進学

したり、求人が多いところも強みだと感じた。

☆ コースに入っても123年 とカリキュラムを選べるのは、自分の道を探して
いきやすくしてもらえて心強いと思つた。

情報科単高校で感じたこと

★考え深めることで創造性、新しいことや進んだことで
興味が湧く、伝える表現することで成果をアウトプッ

トする。我が子にはない所なので魅力的な学校だと

思つた。

☆ 企業に求められ、即戦力になる人材の育成、未来の日本を担える人材育成に

先生方が自信をもつて取り組んでいる営校だと感じた。他にはない設備もあ

り、子どもが興味があれば入単し、よい営びができそうだと感じた。

9月 5日 、6日 に2年生の II哉場体験学習が行われました。

●仕事をしてみてどれだけ大変かを知ることができました。

●毎日仕事を頑張つてくれているお父さんやお母さんのこと

をすごいと思いました。

令和6年9月 18日

崚易回Dl年  7名 2年…5名 3年 6名

し

●大分鶴崎高校

●大分舞鶴高校

●大分豊府高校

●大分雄城台高校

●大分西高校

●人分商業高校

●大分東明高校

●大分高校

鶴崎工業高校で感じたこと

☆各専門教科でものづくりに対する取組みや技術が高

く、大会でも優秀な成績を収めていた。資格 検定の幅

広い取得も魅力だと感 じた。

★ 84%が就職(半数が大分市内)し、求人も多く、先生方も熱心で安心でき
る環境だと思う。東陽〔「卒業生からの営校生活の充実さや、明確な将来の

ビジョンの話にはびつくりしました。

情報科学

高校

楊志館
・ =贅'‐朽

鶴崎工業

高校

各高校の特色が知れて、自身にも大変有意義な

高校訪間になりました。今回、部員さんへのアン

ケートを参考に公立高校と私立高校を比較対照

に考え学校を選びましたが、前回の高校訪間が

進学校と実業高校の2校 に対し、今回は全で実業

高校だつたため、進学校を1校入れた方がそこの

比較もできて良かったのではないかと反省しま

したが、無事実施できて良かつたです。協力して

くださった高校の皆さん 部員さんに感謝いた

します。
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野球部

東陽中一年生の、のつ はる宿泊体験

学習の 目標 は、「種」で した。野外炊飯

で は、仲 間 と協力 して とで も美 味 し

い、カ レーを作 る こと に成功 しま し

た。のつ はるで は、いろいろむ人の知

らない一面を失0る ことができま した。

のつ はるを通 して、いろいろな人と交

流をすることができま した。

実行委員 児玉颯汰

10月 2日・3日・
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宿泊体験学習
9月 5日 、6日 に宿泊体験学習が行われました。揮爾

大分市駅伝競走大会

私は、今回の宿 ,自体験営習を通 して

個性を尊重する難 しさを学びま した。

以前よ り人 との関わ り方や 時間を見

て集団で行動することができるよう

にな り、営年での達成感 は、大 きな も

ので した。これか らも、今 回の課題を

'3か

し、よりよい活動 になるよう営年

で頑張つていきたいです。

実行委員 江藤葵陽

:横割クパソ
スラッピージョー

チキンスープ
10月 17日 (木 )に レゾナックドーム大分周回コースにて行われました。
陸上部がない為、部活生を〔p心に集まつた選手たちが練習に取り組みま
した。男子6区間18キロ、女子5区間12キロでたすきが繋がれ、結果は女子
12位で敢闘賞3位、男子16位でした。

選手のひたむきに走る姿に対し、)6道の声援も大きく響いていました。

～東陽中駅伝チームの活動を東陽中PTAはサポー トしています～

綸食の味も良く、思つていた以上に衛生管理、
栄養管理がされており毎食綸食だつたら本当
に健康になるだろうと思いました。
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